
平 成 ２ ３ 年 度  事 業 計 画 の 概 要 

 

１．大学地域連携事業 

（１）新たな大学・地域連携事業の検討と活動成果発表・交流会の開催 

（２）「環びわ湖地域政策ネットワーク（仮称）」事業の実施 

２．学生支援事業 

（１）２２年度の事業と同様の企画を行い、学生がより理解を深めて地域に提案できる企画 

   を行う予定 

（２）滋賀の魅力再発見（歴史や自然以外の魅力を再発見、例えば企業や工場などの見学）

の企画も学生に提案（寺廻り、企業見学などを組み込んだ研修や歴史的な街並みを 

   歩きながら交流する企画など。） 

（３）いずれも留学生を加えた企画とする。 

３．高大連携事業 

（１）高校低学年生徒向け「学びへの誘い」共同開催事業 

（２）高校教員との連携会議の設定 

４．就職支援事業 

（１）合同企業説明会 

（２）滋賀県企業人事担当者と大学就職担当者との情報交換会 

（３）大学就職担当者間の情報交換会・研修会の実施 

（４）学生を対象とした就職活動に活かす講演会の実施 

５．単位互換事業 

（１）引き続き多様な単位互換科目の提供を行う。 

（２）夏期集中や土曜開講の提供科目数を増加させる。 

（３）フイールドワークを取り入れた授業を開講する。 

（４）募集ガイド（冊子体）を廃止し、ホームページに掲載することとし、ＰＲのポスター、 

   チラシを作成し、参加大学が積極的なＰＲを行い、受講者数の増加を図る。 

（５）参加大学を中心に近江学やびわ湖学など滋賀らしさがある科目の開発に努力する。 

６．社団法人全体に関わる事業（業務） 

（１）広報事業 ホームページ管理・運営、広報資料の作成・配布、ロゴ活用、 

事業委員会と連携した広報活動 

（２）自治体・大学連絡協議会（仮称）の開催・運営 

（３）法人事務局施設の施設貸与（講義室、会議室） 

（４）ネットワーク活動―賛助会員制度の促進 

滋賀県産業振興リエゾン会議、大学図書館連絡会との連携 

県下大学地域連携に関わる諸取組との連携 

（５）事務局業務－総会・理事会・幹事会準備、各事業委員会連携支援、体制・諸規程整備 

 


